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ク ロ ゴ キ ブ リの 産卵 と孵化 に つ い ての 2
，
3 の 考察

＊

　 吉 川 公 雄 ・生 嶋 功

大阪市立大学理工学部生物学教室

Some 　notes 　on 　the　oviposit 圭on 　and 　 eclosion 　in

　　　　　 PeriPlaneta　picea　Shiraki

　 By　Kimio 　Yoshikawa 　 and 　Isao　Ikushima

　
ク ロ ゴ キ プ リ （Periptaneta　picea　Shiraki，1906）は 西 日本一帯に 多 く，衛生害虫 と し

て 広 ← eevこ知られ て い る・しか し本霍重に つ い て の 生態学的 な知識は 現在きわ め て すくな

い．われわれは，まず産卵，孵化の 状態を 概 略 し らべ た の で 報 告す る， こ れは 今後 の 研究

で 材料を準備す る と きに も役に 立つ と思 う．

　
こ の 実 験に つ き， い ろ い ろ と御指導及び御助言 を い た だ い た 京都府立医科大学，小林晴治

郎傳士 ，兵庫農科大学 岩 田久 二 雄教概 火阪市立 大学理工 学部 吉良竜夫教授，大沢済助

教授に 厚 くお 礼申 し ます．　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　 ・

耕 料 　と　方 法

　兵庫県竜野地方 の グ ロ ゴ キ ブ リ大酸息地 か ら，成虫約 500 頭を 1955年 5 月 26 日に採集

し ・ 室内で 底面 50cmX250cm ，高 さ 25　cm の 木製飼育箱 で飼育し ， 次 々 と産卵 した 94

個 の 卵鞘を個 々 に 識別 し て 材料とし た・こ れを 120 日間，30− 32 ℃ ，相対 湿度 約 70％の

孵卵器 に い れ ， 毎 日孵化 の 状 態 ，孵化 し た 若虫数及び重さを記録 した． こ の 間 ， 成虫 を 1

対 ずっ 500　ml の 三 角 勲 心 で 飼育 し産卵頻度 を み た． 成虫 の 飼紳 こ は，生 の ジ 。 ガ イ

モ ・市販 の 金 魚餌を用い ・歟 こ紙を細力・ く切 蠍 滴 の 水 を ふ りか け て い れ た ． また 少va例
に っ い て は 9 月か ら 12月 ま で，半 径 5．5cm ，高さ 18　cm の 円柱形の ガ ラ ス 容器を使用 し，
前 と同 じ条 件 で 霙 験を繰 返 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　結 果 　と　考 察

　 A ．産 卵 頻 度

　
5 月 31 口か ら 10 日間 ，

1対ずつ を 25 組 用意 し た と ぎ，そ の 中 18例 は こ の 100 問 に 1

個 の 卵鞘を・他は 2個 の 卵鞘を生 ん だ ・後 者 の 醐 躙 隔は 7 日（5例），6 日（1 例） お よび

2 日（1例 ）で あつ た・また 9 月 28 日か ら 11月 30 日まで に行 つ た実 験結果は Table　1 に

ま とめ た・実験期間が 短か く， 例 もヲF常に 少い の で 正確 で は ない が，3 日か ら 10 数 日目 に

睦卵す る こ と が わか る．

　 B ．卵　　鞘

　本種の 卵 は・平均 23個 が 半数ず つ 二 列 に ならん で ，長 さ 11．7mm ，巾 5、4　mm の ガ マ ロ

＊
こ の

一
部 は 日本 昆 虫 学 会 第 15 回大 会 （1955）で 発表 し た ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe 　

・



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

234
　 　 　 　 A

KONTYU 　　
t

Table　1，　 Number 　of 　oOthecae 　preduced 　by　fGur　experimenta 正

　　　gr・ups 　du ・三・g　S ・p．30−N ・ v ，28，1955・Figu ・。・ 量n ・

　　　　 parentheses 　indicate　the　members 　of 　males

　　　　　 and 　females　 constituting 　 each 　group ，

Vol ．24

Date A B C D

Sep．300ct
，　 30ct

．　 70ct

．　 UOct

． 120ct

，28Nov

．　 1Nov

．　 4Nov

．　 7Nov

，8Nov

，16Nov

．22Nov

．26Nov

．28

2 （62 ♀2）
2 （♂2 ♀2）

1 （3292 ）

1 （♂1 ♀2）
1 （♂192 ）

1 （♂192 ）

1 （31 ♀2）

1 （♂O ♀2）

1 （63 ♀3）
1 （♂2 ♀2）

1 （62 ♀2）
2 （♂2 ♀2）
1 （32 ♀2）

1 （♂2 ♀／）
1 （62 ♀ 1）

1 （a2 ♀D
1 （62 ♀1）

1 （S2 ♀1）

1 （♂1 ♀！）

1 （6191 ）

1 （S1 ♀1）

1 （61 ♀1）
1 （Sl ♀1）

1 （♂1 ♀1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 形 を した 黒褐色の 卵鞘に 入 つ て 産 み お

　 30
　　　 　 と され る． 産卵当初の 卵鞘は 最低 34

　　　 　 mg か ら最高 146　mg の 重 さ が あ り，

　　　 　 平均 の 重 さ は 113　mg で そ の 分 布を

　20 　　 Fig，1 に し め した ．卵鞘に 含蒙れ る卵

in
　　 　 らべ る こ と か ら容易 に 1卵 鞘中の 卵数

10
を し らべ る こ と が で き，卵 鞘 9蠣 に

　　　 　 つ い て の 卵 数の 分 布 は Table　2 に 示

　　　 　　した，こ れか らわ か る よ うに 大部 分 は

　 0 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・22 − 26 ｛固 （卵数） の 範囲に あ り・約

　　
33・556 ’178 ’7w

。 、ll∵3123 ’9 ’46 ’5mg
　 3・％近 くが 24駈 あ つ た ．また，

’
卵

　 Fi9．1．　 Histe9「 ams 　fo「 the　 dist「ibution　　数は 奇数個 の 場含もあつ て ，必ず し も

　　・f　initial　 w ・igh・t °f
　
t°t“1　 94 °6‘hecae・

　 隊 ず つ 2 列1・な ら ん で Vkる 臆 い

えない ，

　 C ．孵 　 化

　調査 した 94個 の 卵鞘の うち，36個 は い ずれ も若虫が で た ・だか ら計算上 90％ の 信頼限

界 で 全卵鞘中 33〜47％ の 卵鞘か ら若虫が で る と推定 され る・こ の 36個 に つ い て の 孵化 日

数の 麟 分布表 は T ・bl・ 3 で ，最も日数の 短 か い もの が 25 日・最も長 い もの は 42 日で

差は大きい よ うに 思わ れ るが ，表 か ら明 らか な よ うに 全数 の 約 80 ％ 近 くが 32・− 36 日の 間

圧

N 工工
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Tab王e　2．　Frequency 　distribution　of 　numbe τ of 　eggs 　per　 o6theca

235

No ．　of　Eggs
per　eOtheca

No ．　 of　oδthecae

Ilatched Unhatched Total

20

王

23456

12222222 01137095　

　

　

　

　

1

11316105　

　

　

工

　

　

21

12443190　

　

　

1

／

311

36 58 94

に 入 つ て お り，ほ ぼ 孵化 日数は 決 まつ て い る ，孵化 の 様子 は ，不完全変 態を と げた 若虫 が 卵

殼を 破 る と同 蒔に ノ コ ギ リ歯状 に なつ た卵鞘の 上端 を 押 し開い てで て くる．こ の と き，卵 教

を破 りつ つ 卵鞘の 上 縁を開い て で て くるの で ，上縁 に 浴つ て 丁 度扇形状に なつ て い る．数分

後 に は 白色で 透 明に 近い 細長い 若虫 が で た （写 真参照）． こ れらの 若虫 は 卵鞘の ま わ りを歩

ー

毒
耋p

　The 　photograph 　was 　taken 　about 且ve 　minutes 　after 　the 　opening 　 of 　 egg

case ．　Nymphs 　 were 　 at 　 Qnce 　 very 　 active 　 and 　perfectly　wh 量te　 except 　on 　the
eys 曽spots ，

N 工工
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3. Periodof incubation

Vol. 24

Periedof  Sncubation,
Days

Frequency

2527283233 l1124

1Ili

1:

Periodof  incubation,
Days

Frequency

I'

/

3435363742 87921

Total  : 36

25

esvon-ooge

 2eam=aHxa-tetiz15

Fig.

   20  22  24  26

           Nq  of  eggs  per  ob'theca  .
                        '

2. Relatien of the number  of  nymphs  to the number  of  eggs  per
eOtheca.  Additienal circles  indicate the  number  of  oOtheca.

'11i'

pt

'
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き，2 時間後に は 体色が 黒色に変化し ， 扁平に なつ た．

　 1卵鞘か らで てくる若虫数と ， こ の卵鞘中の 卵数 とが等し い時，すなわち 100　％ の 孵化

率をし め し た の は 8 例で，若虫 の で た卵鞘の ユ2〜37　％ （90％ の 信頼限界）に あた る．こ

れ以外 の 卵鞘で は 1卵鞘 に 含まれる卵数 の 79〜84％ （90％ の 信 頼限界） に 根当す る若虫

が孵化 し，平均 20 頭 であつ た．孵化直後 ， こ れらの 若虫は非常に 活撥な運動を し ，
1〜 3

日間は 水，餌 を与えな くて も生きて い た．

　なお，1 卵 鞘中の 卵数 と ， こ れか ら孵化 し て で た 若虫数 と の 相関関係 は なか つ た （相関係

数 一〇．283 で，無相関の 帰無仮説 は 10％ か ら20 ％ の 危険率で 棄て る こ と は で き
『
な い ）

（Fig．2）．ま た産卵 した 当初 の 卵鞘 の 重さ，あるい は 孵化 日数 と 若虫数 と の 問に も梢関関係

は な か つ た ．

　卵鞘 の 重さに つ い ては す で に の べ た が，こ れらに つ い て 若虫 の で た もの と，若 虫 の で なか

つ た もの と を区別 し て 産卵 当初 の 卵鞘の 重 さ の 百 分率度数 分布 図を 示せ ば Fig．3 とな る，

酋

oq

り

u
」

』

40
％

30
■

20

10

03a556
．1　 　　 8．71013123 ．9146 ．5 　　　　　　　　　　　78．7雪 10工．3123 ．9 ヨ46，5m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Weight

F 圭g．3．　Histograms 　for　the　relative 　frequency 　distribution　of　initial　weight ．

　　　　　 Left二 〇bthecae　frol皿 wh 量ch 　no 　 nymphs 　 hatched　out ，
　　　　　　　　 mean 　 108　mg

，
　 standard 　devi註tion　27．4　mg

　　　　　 Right 二 〇δthecae 　 from 　 which 　 nymphs 　 hatched 　 out ，
　　　　　　　　 mean 　121　mg ，　standard 　deviation　1玉．O　mg ．

ー

こ れか らみ る と若虫の で た もの は，ほ ぼ左 右 対称 の 正規度数分布を しめ し てい る が，若虫 の

で なか つ た もの は 左右 対 称 とな らず，重 さの 軽い もの が か な りある．した が つ て 前者 と 後者

の 平均 重は 121　mg と 108　mg ，漂準 偏 差は 1LO に 対 し 27．4 で 両者は 同 じ母 集 団 とは 認

め られない ．こ の よ うに ， 統講数値計算 の 結果 ， 同
一

母集団 と認 め られない が （危険率 1％

N 工工
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下），図か ら明 ら か な よ うに 若

　 100
　　　 　　虫 の で なか つ た もの の 約 80 ％ を

　　　 　　占め る多数が，若虫 の で た卵鞘 の

1　　 　 分 布範囲 と 重複 し て い る．そ の 他

：1　 と 記鍵 れ て お り，
Fig．1 で も9F

t6　 対称部分 と し て あらib2zて い る．

gso し か 諾 虫 の で なかつ た 聯 の う
5

亀

　 TO 区別 で 9なか つ た こ とは 注意すべ

　　　 　　きで あ ろ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 若 虫 が
一

頭 もで な か つ た 卵鞘は
　　 O　　　　 le　　　　 20　　　　 30
　　　　　　　　　 Time 　 in　 days 　　　　　　　　 次第に 乾燥 し，．90〜120日後 で は

　　 F三9．4・The 　rate 　of 　dessicati。 n 　of 　o6theca 　　 平均 49　mg とな り，
8  〜85℃ で

　　　　 during　the　period　of　incubation．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48睹問乾燥 して も平ig　7　

’
mg しか

軽 くな らず， 殆ん ど卵鞘中の 水 分 の な くな る まで 乾燥 し て い る こ と を示 した 、 こ の よ うに

卵 鞘は 産 み お と され る と時間の た つ に つ れ て乾 燥 して ゆ く． 9月か ら 12 月 まで観察 した数

例 に つ い て，孵化に い たる卵鞘 の 乾燥過程を Fig．4 に示し た．図の 横軸は 産卵後 の 日数

縦軸に は産卵され た と きの 重さに 対す る各 日数 に お け る卵鞘重 の 百 分率を とつ た も の で あ

る ．若虫 の で る直前 の 卵 鞘 の 重 さは ，孵化直後 の 卵鞘だけ の 重 さ と 1 卵 鞘か らで た若 虫全数

の 重さ と の 和 で 推定 で ぎt ほ ぼ 84 〜115mg で 産卵当初 の 重 さ の 70〜80％近 くで あ つ た・

した が つ て，こ れ以上に ひ どく乾燥が すす め ば若虫は で な くな るか ら， こ れ らの原 因 の
一

づ

として水分消失をあげ る こ と が で きよ う．

R6sum6

　　Observations 　were 　made 　 on　 the 　 o6thecae 　 of　Periplanvta　picea　Shlraki，　 with

respect 　to　the　period　of 　incubation　 and 　the　raffe 　of 　natality ．　 Ninety −four　o6thecae ，

deposited　dttr三ng 　the　period　from 　late　May 　to　the 　end 　of 　June，1955．　 were 　 marked

respectively ，　and 　kept　in　the　incubation（30−32℃，70％ R．　H ．）for ユ20　days．　Adult

females　deposited
’
06theca 　 at 　 3−10　days 三ntervaL 　The 　oOtheca 三s　the 　well −known

‘

purse
，
（11．7　mmX5 ．4　mm ） with 　 a　 ridge 　 or 　 seam 　on 　 the　 upper 　 edge ，　A 　 single

eOtheca 　weighed 　113mg 　in　average ．　王ts　frequency　distribution　is　bimedal 　as 　shown

三nFig ．1．　 N ロ mber 　of 　eggs 　per 　 oδtheca　 ls　 shown 　 in　 Table　 2，　 which 　 shows 　 that

abGut 　30％　contain 　24　eggs ．　　Only　36　0ut 　of　total　94　06thecae 　（33−47％　at　thc

90％ confiClence ） hatched，　the　per 三〇d　of　incubation　varying 　from 　25　to　42　days

（Table　3）．　 Number 　of 　nymphs 　hatched　fro！n 　each 　of　these　36　purses　fe11　betweeI1

13and 　25，　 It　 showed 　 no 　correlatien 　 w 玉th　 egg 　 number （Fig．2），　initial　 welght 　 of

egg 　 case
，
　 and 　 period 　 of　 incubation．　 Average 　 number 　 was 　20　 nymphs

，　 which

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

藝

1956
　 　 　 　 A

KONTYU 239

corresponds 　to　79−84％ of　the　total　eggs 　per　o6theca ．　 Frequency　distributions　of

initial　weight 　of 　the　hatched　and 　unhatched 　o6thecae 　are 　shDwn 　in　Fig．3．

Extremely 　thin 　and 　light　egg 　case 　at　the　Ieft　 end 　of 　the　latter　histograms 　 were

easily 　recognized 　by　their 　appearance ，　 These 　frequency 　diagrams，　hGwever ，　widely

overlap 　each 　other 　and 　it　is　impossible　by　 weighing 　to　distinguish　the 　Dne 　from

the　other ． 06thecae　beg量n 　to　loss　water 　as 　soon 　 as　they 　 are 　deposited　as 　shown

in　Fig．4．　Hatching 　seems 　to　occur 　 at 　 the　 water 　 content 　 of　 70−80％ of 　initial

weight ，　 Unhatched　o6thecae 　became　cGmpletely 　dry　 and 　welghed 　only 　49　mg 　after

90−120days ．

ー

オ オ ク ロ カ メ ム シ の 寄 主 植 物

宮　　本　　正　　
一

　オ ォ ク ロ ヵ メ ム シ ScotinaPhara 　horvathi　Distant は 秋か ら翌 春 に か け越冬中の もの

が 各地 で採集されて い る．然 し カ メ ム シ 類中珍種 の 一で あつ て その 生態 に つ い て は ま だ 知

られて い な か つ た．最近 日高輝展氏 に よ り九州に お け る 分布地点 の一と して ， 粕 屋 郡 宇 美

（昆 虫，v ・1，24，　n・．2）が報 ぜ られ其後九大農学部tg内及び松原ア バ ー．トか ら本種が採集 さ

れ 福岡市周辺に 広 く分布 して い る こ とが 明 らか に なつ た ．本年 8 月 11 日筆者 は長男正冨 と

共 に 本種 の 群褄地 を福岡市内高宮に 発見 し た．そ の 当塒概 に大部分 o もの が越冬態勢に 入

り地 中或い は 地表に 移動 して い た が 一部 の もの は 食草上 に 残つ て い た の で 寄生植物を確 か

め る こ と が で きた。 小 さな灌漑用の 池 の 周辺 に 生えて い る ア シ Phragmites　 communis

が 主 な 食 草で そ の 群落内の ジ ュ ズ ダ マ Coix　iachrymq／obi 上 セこ も少数 の 成
・幼虫が 静止

し て い た． ア シ の 根 際 の 地 中或は 石下，窪み 等に 移 つ たもの の 半数以上 は体表 が 泥で 汚れ

て い た が まだ羽 化後問 もな い 績鮮な個体も多数あつ た ． ア シ 群落 の 一部に は ク ロ カ メ ム シ

ScotinoPhara 　lurida　Burmeister が 縷息 し て い た ．タ ロ カ メ ム シ の 方は ヨ シ の 根元に 近

い 部分に 多 くつ くの に 対 し て オ オ グ ロ カ メ ム シ は比 較的 高 い 所 （1− 1．5m ）に見 られ た．

シ 回 モ ンヤ ドリハ ナ バ チ （新称）の 新産地

平　　嶋　　義　　宏

　EPeolus　melectiformis 　Yasumatsu シ ロ モ 》ヤ ド 」ハナ バ チ は邦産 Epeolus 属中で

も変っ た 形態を もつ た種類で，1938年土佐大川村を原産地 とし て 記載され て 以来全 く記録

が なか つ た が，筆者は 1953年 8月 2 日， 北海道十勝国糠平で本種 を ヒ メ シ オ y の 花上 で 採

集 した （26 ＄，1 ♀）．又江 崎悌 三 教授ば本年 8 月 20 日， 本種を福岡県 田川郡彦山で 採集

された （3 ♀ ♀）．こ れに よつ て 本種が北海道 ・四 国・九州に産す る こ とが 朗か と なつ た が，

個体数は 極 め て 少 い．夊 上記 の 分布 か ら推 して，本種 が本州 に も産する こ とは先ず間違 い

ある ま い ．

　江崎教授 の お話 で は，本種は彦山玉 屋神社附近の 岩蔭を飛ん で い た そ うで ，こ の こ と と
’
，

ヒ メ シ オ ソ に 訪花す る こ と以 外 に ，本種 の 習性に つ い て は 全然未知 で あ るが，筆者は本種 が

Coiletes　junkawskyi　Radoszkowskiに 寄生す る の で は なか ろ うか と思つ て い る．

　戴 に貴重 な 標本 を もた らされ た江崎悌三教授 に 厚 く御礼申上ます．
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